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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（1）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業の生産活動に持ち直しの動きがみられ、新型コロナ

ウイルス感染症のワクチン接種の進展により活動制限が緩和されたものの、依然として景気の先行きは不透明な

状況となっております。一方海外においても、活動制限措置が段階的に緩和され、経済活動の正常化が進みま

したが、新たな変異株の感染が拡大するなど、予断を許さない状況が続くことが想定されます。 

このようななか当社グループにおいては、半導体不足や受託先での原料供給問題の影響を受けたものの、堅

調な受注に支えられ、業績は順調に推移しました。当第３四半期連結累計期間の売上高は、当期から日本国内

で適用される「収益認識に関する会計基準」により、受託加工品の売上高を純額で認識することによる影響を受

け、204億７千５百万円（前年同期比2.6％減）となりました。経常利益は11億８千４百万円（前年同期経常損失１

億１千４百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益は７億７千１百万円（前年同期親会社株主に帰属する

四半期純損失３千３百万円）となりました。 

当社グループのセグメント業績は次のとおりです。 

「日本」 

国内部門別の概況として樹脂コンパウンド部門は、半導体不足の影響や東南アジアからの部品供給減から自

動車関連の受注が汎用樹脂で影響を受けたものの、エンジニアリングプラスチックの受注は依然堅調であり、部

門営業利益は昨年を上回りました。 

樹脂用着色剤部門は、自動車関連の販売が落ち込んだものの、フィルム用途が堅調なことに加え、化粧品・ト

イレタリー向けで一部回復が見られ、部門営業利益は昨年を上回りました。 

加工カラー部門は、主要取引先の自動車用内装材関連が減産の影響を受けましたが、シーリング材関係で

販売が堅調なほか、液体分散体でもパソコン、タブレット向け中小型パネル用途が想定以上の販売となり、部門

営業利益は昨年を上回りました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、前年同四半期と比べ販売数量は大幅増となったものの、

「収益認識に関する会計基準」の適用により、108億２千９百万円（前年同期比30.2%減）、営業利益は６億７千万

円（前年同期営業損失１億５千６百万円）となりました。 

「東南アジア」 

東南アジアは、前年度に続き各拠点において各国の感染拡大防止策としての社会的制限下での生産・販売

活動となったものの、各国政府の景気刺激策の効果もあり、車両向け等での受注回復により、当第３四半期連結

累計期間の売上高は93億１千３百万円（前年同期比76.4％増）、営業利益は３億９千７百万円（前年同期営業損

失６千３百万円）となりました。 

「その他」 

その他は、中国国内の自動車販売が一昨年の水準まで回復し、受注が堅調であったことから当第３四半期連

結累計期間の売上高は３億３千２百万円（前年同期比47.3％増）となったものの、営業損失は１百万円（前年同

期営業損失１百万円）となりました。 
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（2）財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間の総資産は334億２百万円と前期末の323億４千１百万円に比べ10億６千１百万

円増加となりました。 

資産のうち流動資産は180億９千６百万円と前期末の167億５千３百万円に比べ13億４千３百万円の増加となり

ました。この主な要因は受取手形及び売掛金が４億２千１百万円、製品が５億１千２百万円、原材料及び貯蔵品

が４億９百万円、その他が９億８千８百万円それぞれ増加し、現金及び預金が９億８千８百万円減少したことなど

によるものです。固定資産は153億６百万円と前期末の155億８千７百万円に比べ２億８千１百万円の減少となり

ました。この主な要因は有形固定資産が３億７千８百万円減少したことなどによるものです。 

負債合計は186億２千４百万円と前期末の185億４千７百万円に比べ７千６百万円の増加となりました。負債の

うち流動負債は134億４百万円と前期末の102億２千５百万円に比べ31億７千８百万円の増加となりました。この

主な要因は支払手形及び買掛金が12億６千５百万円、短期借入金が17億２千万円増加したことなどによるもの

です。固定負債は52億２千万円と前期末の83億２千１百万円に比べ31億１百万円の減少となりました。この主な

要因は長期借入金が30億２千４百万円減少したことなどによるものです。 

純資産合計は147億７千８百万円と前期末の137億９千３百万円に比べ９億８千５百万円の増加となりました。こ

の主な要因は利益剰余金が６億９千３百万円、為替換算調整勘定が２億５千３百万円、非支配株主持分が１億１

千６百万円それぞれ増加したことなどによるものです。 

(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 
2022年３月期における通期の業績予想につきましては、2021年11月12日に公表しました業績予想に変更は

ありません。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取れ

ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、有償支給取引については、従来は売上高と売上原価を総額で計上し、有償支給材については四半期連結貸借対照

表上、製品ならびに原材料及び貯蔵品に含めて計上しておりましたが、第１四半期連結会計期間の期首からは加工費相当額のみ

を純額で収益として計上し、有償支給材については四半期連結貸借対照表上、流動資産のその他として計上する方法に変更して

おります。

　　この結果、従前の会計処理と比較して、当第３四半期連結累計期間の売上高及び売上原価はそれぞれ7,929百万円減少しまし

たが、営業利益、経常利益、税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。また、当第３四半期末の製品は264百万円、

原材料及び貯蔵品は246百万円それぞれ減少し、流動資産のその他が510百万円増加しております。

　　また、収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っております

が、利益剰余金期首残高に与える影響はありません。

 なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により組替え

を行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経

過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）

第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといた

しました。これによる、四半期連結財務諸表への影響はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

１.　報告セグメントごとの売上高及び損失の金額に関する情報 (単位：千円）

日本 東南ｱｼﾞｱ 計

売上高

　外部顧客への売上高 15,508,819 5,280,692 20,789,511 225,678 21,015,189 － 21,015,189

　セグメント間の内部

   売上高又は振替高

15,846,866 5,280,692 21,127,558 514,415 21,641,973 △ 626,783 21,015,189

セグメント損失（△） △ 156,018 △ 63,347 △ 219,365 △ 1,158 △ 220,523 － △ 220,523

(注） １.　「その他」の区分は、海外事業の内、報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。　

２.　セグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。

　当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

１.　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 (単位：千円）

日本 東南ｱｼﾞｱ 計

売上高

　外部顧客への売上高 10,829,584 9,313,691 20,143,275 332,468 20,475,744 － 20,475,744

　セグメント間の内部

   売上高又は振替高

11,089,118 9,313,691 20,402,810 522,882 20,925,692 △ 449,947 20,475,744

セグメント利益又は損失（△） 670,439 397,809 1,068,248 △ 1,271 1,066,977 － 1,066,977

(注） １.　「その他」の区分は、海外事業の内、報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。　

２.　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

計

計

報告セグメント その他
（注１）

合計 調整額

－

四半期連結
損益計算書
計上額   （注

２）

その他
（注１）

合計 調整額
報告セグメント

338,046 － 338,046 288,736 626,783 △ 626,783 －

259,534 － 259,534 190,413 449,947 △ 449,947

四半期連結
損益計算書
計上額   （注

２）
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